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 広 報

体力の勝負！
（相良中学校体育祭、男子全員による棒倒し競技）

今年から５月に実施。

シンボル
●村花／福寿草
●村木／茶の木
●村鳥／セキレイ
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下
四
浦
チ
ー
ム

上園と初神の２位争い

　

５
月
21
日
（
日
）
に
合
併
50

周
年
記
念
村
民
球
技
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

女
子
は
、
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、

男
子
は
、
35
歳
以
上
が
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
、
35
歳
未
満
は
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
競
技
に
約
600
人
が
参
加

し
、
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
み
な
が
ら
、

優
勝
を
目
指
し
、
各
会
場
で
熱

戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
は
、
10
チ
ー

ム
参
加
。
上
園
・
初
神
チ
ー
ム

の
力
お
よ
ば
ず
、
下
四
浦
チ
ー

ム
が
10
年
連
続
で
、
優
勝
し
ま

し
た
。

　

ミ
ニ
バ
レ
ー
は
、
24
チ
ー
ム

が
参
加
。
決
勝
は
、
下
四
浦
チ

ー
ム
と
中
央
チ
ー
ム
の
戦
い
で
、

お
互
い
体
力
を
出
し
切
り
、
接

戦
の
末
、
中
央
チ
ー
ム
が
初
優
勝
。

　

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技
で
は
、

15
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
決
勝
で

永
江
チ
ー
ム
と
対
戦
し
た
中
央

Ａ
チ
ー
ム
が
３
年
ぶ
り
６
度
目

の
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

　

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

第
21
回
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

村
民
球
技
大
会

10
連
覇
! !
下
四
浦

会
場　

予
選　

南
小
学
校
体
育
館

　
　
　

決
勝　

総
合
体
育
館

決勝リンク結果

下四浦

初神上園
0 2

0 0

２２

中央チーム

中央と下四浦の決勝戦

第
11
回
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

初
優
勝
! !
中
央

会
場　

総
合
体
育
館

決勝トーナメント結果

中央

中四浦Ａ 井沢Ａ 下四浦Ｂ 新村

中央中四浦Ｂ下四浦Ａ並木野Ｂ

202

2

0

20

0 20

20

20

相
良
村
合
併
50
周
年
記
念

相
良
村
合
併
50
周
年
記
念

男
子
バ
レ
ー
で
下
四
浦
10
連
覇
達
成
! !

中
央
は
ミ
ニ
バ
レ
ー
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
2
種
目
で
優
勝
! !

優勝　下四浦
２位　初神
３位　上園

２位　下四浦Ａ
３位　井沢Ａ
３位　新村

中央優勝
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８
月
17
日
か
ら
20
日
に
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
・
シ
ド
ニ
ー
で
開

催
さ
れ
る
世
界
空
手
道
選
手
権

大
会
の
組
手
の
部
に
日
本
代
表

と
し
て
相
良
中
学
校
１
年
生
の

山
口
美
幸
さ
ん
が
出
場
し
ま
す
。

　

山
口
さ
ん
の
所
属
す
る
社
団

法
人
日
本
空
手
協
会
相
良
神
武

館
で
は
、
岩
下
孝
信
館
長
の
ほ

か
数
名
の
先
生
方
に
よ
り
、
少

年
の
部
・
一
般
の
部
を
分
け
て

毎
週
火
・
金
・
土
に
熱
の
入
っ

た
練
習
が
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

６
月
４
日
に
人
吉
ス
ポ
ー
ツ

パ
レ
ス
で
開
催
さ
れ
た
第
３
回

九
州
地
区
団
体
戦
空
手
道
選
手

権
大
会
で
は
、
中
学
生
（
組
手

の
部
）
と
小
学
生
低
学
年
（
組

手
の
部
）
で
相
良
神
武
館
が
準

優
勝
。
大
会
へ
出
場
す
る
度
に

上
位
入
賞
を
果
た
し
て
い
る
神

武
館
の
皆
さ
ん
は
、
第
49
回
全

国
空
手
道
選
手
権
大
会
（
７
月

29
日
か
ら
30
日
）
へ
も
熊
本
県

代
表
と
し
て
、
次
の
と
お
り
出

場
さ
れ
ま
す
。　
　

（
敬
称
略
）

開
催
地　

岩
手
県
ア
イ
ス
ア
リ
ー
ナ

・
小
学
生
低
学
年
団
体
形
・
組
手

　

の
部

　
　

岩
下
琴
美
・
半
田
寛
和

　
　

丸
山
優
人
（
相
良
神
武
館
）

・
小
学
４
年
女
子
形
・
組
手
の
部

　
　

岩
下
琴
美
（
相
良
南
小
４
年
）

・
中
学
１
年
女
子
形
の
部

　
　

山
口
美
幸
（
相
良
中
１
年
）

・
中
学
生
団
体
形
・
組
手
の
部

　
　

山
口
貴
大
・
岩
下
直
也

　
　

跡
部
憂
織
（
相
良
神
武
館
）

・
中
学
２
年
男
子
形
の
部

　
　

岩
下
直
也
（
相
良
中
２
年
）

・
中
学
２
年
男
子
組
手
の
部

　
　

山
口
貴
大
（
相
良
中
２
年
）

開
催
地　

日
本
武
道
館

・
高
校
生
男
子
形
・
組
手
の
部

　
　

山
口
大
樹
（
相
良
神
武
館
）

　

５
月
21
日
（
日
）
相
良
村
弓

道
場
に
お
い
て
、
球
磨
支
部
５

月
例
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

人
吉
市
内
・
球
磨
郡
内
か
ら

35
名
（
本
村
か
ら
２
名
）
が
参

加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

毎
月
、
人
吉
市
と
相
良
村
の

会
場
で
交
互
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

世
界
大
会
と

　

全
国
大
会
へ
出
場

中
央
Ａ
チ
ー
ム

予選での並木野－上川下

全国大会に向けて練習にも気合いが入ります

静かな会場、矢が的に当たる音が響きます

「
な
る
べ
く
上
位
を
狙
え
る
よ
う
に

頑
張
り
ま
す
」
山
口
美
幸
さ
ん

「
な
る
べ
く
上
位
を
狙
え
る
よ
う
に

頑
張
り
ま
す
」
山
口
美
幸
さ
ん

第
49
回
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

３
年
ぶ
り
６
度
目
の
優
勝
! !
中
央
Ａ

会
場　

総
合
運
動
公
園

決勝トーナメント結果

中央Ａ

永江松馬場中央Ａ 初神

25 53

03

―
健
闘
を
祈
り
ま
す
―

　

６
月
か
ら
は
郡
民
体
育
祭

の
練
習
で
毎
週
火
・
木
曜
日

の
午
後
５
時
か
ら
９
時
ま
で

総
合
体
育
館
裏
の
弓
道
場
で

練
習
し
て
い
ま
す
。
弓
道
に

興
味
の
あ
る
方
は
、
是
非
見

に
来
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

（
相
良
村
弓
友
会
）

精
神
統
一
、
弓
道
例
会

優勝　中央Ａ
２位　永江
３位　松馬場
３位　初神
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６
月
３
日
（
土
）
第
33
回
球

磨
人
吉
教
職
員
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会
が
本
村
総
合
体
育
館
（
小

学
校
の
部
）
と
深
田
高
山
多
目

的
体
育
館
（
中
学
校
の
部
）
の

２
会
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

９
人
制
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
で
、

昨
年
惜
し
く
も
準
優
勝
だ
っ
た

南
北
小
学
校
の
連
合
チ
ー
ム
は

大
会
に
向
け
て
週
２
回
の
練
習
で
、

優
勝
を
目
指
し
ま
し
た
が
、
Ａ

パ
ー
ト
８
チ
ー
ム
中
３
位
と
い

う
結
果
に
終
わ
り
ま
し
た
。

　

中
学
校
の
部
は
、
全
18
チ
ー

ム
が
参
加
さ
れ
、
ベ
ス
ト
８
の

結
果
で
し
た
が
、
ど
ち
ら
の
会

場
も
年
１
回
の
大
会
で
大
い
に

盛
り
上
が
り
、
普
段
と
は
違
う

先
生
方
の
表
情
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

６
月
２
日
（
金
）
役
場
応
接

室
に
お
い
て
、
長
年
村
議
会
議

長
等
の
地
方
自
治
に
顕
著
な
功

績
を
挙
げ
た
と
し
て
、
今
年
３

月
に
逝
去
さ
れ
た
恒
松
新
氏
に

対
し
、
叙
勲
の
伝
達
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

５
月
13
日
（
土
）
相
良
村
畜

産
研
修
セ
ン
タ
ー
で
慰
霊
祭
が

行
わ
れ
、
約
80
名
の
遺
族
が
参

列
、
２
８
２
人
の
冥
福
を
祈
り

ま
し
た
。

　

戦
没
者
に
対
し
、
全
員
で
黙

祷
を
捧
げ
た
後
、
遺
族
会
松
永

重
宣
会
長
が
、
「
戦
争
の
な
い
平

和
を
願
い
、
再
び
悲
し
み
を
繰

り
返
さ
な
い
よ
う
後
世
に
語
り

継
ぐ
こ
と
が
、
遺
族
の
み
ん
な

の
使
命
で
す
。
」
と
祭
文
を
読
み

上
げ
ま
し
た
。

　

次
い
で
、
来
賓
の
慰
霊
の
こ

と
ば
の
後
、
導
師
の
読
経
の
中
、

参
列
し
た
人
は
、
祭
壇
に
向
か

っ
て
焼
香
し
、
誓
い
を
新
た
に

し
ま
し
た
。

　

６
月
３
日
（
土
）
相
良
村
自

衛
隊
父
兄
会
総
会
が
ふ
る
さ
と

館
で
、
自
衛
隊
入
隊
の
家
族
約

30
名
が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

本
村
か
ら
は
、
現
在
47
名
が

入
隊
し
て
お
り
、
本
年
は
男
性

４
名
、
女
性
２
名
が
入
隊
さ
れ

ま
し
た
。

　

５
月
24
日
午
前
８
時
半
ご
ろ
、

四
浦
田
代
で
、
納
屋
の
一
部
を

焼
く
火
災
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

出
火
時
、
住
人
は
外
出
中
、

納
屋
か
ら
火
の
手
が
上
が
っ
て

い
る
の
を
発
見
し
た
近
く
の
住

民
が
、
敷
地
内
に
あ
る
池
か
ら

バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
に
よ
り
、
初
期

消
火
を
行
い
約
15
分
後
に
は
鎮

火
し
ま
し
た
。

　

地
元
住
民
の
素
早
い
対
応
で

被
害
は
最
小
限
に
留
め
ら
れ
、

大
事
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

火
災
が
発
生
し
な
い
事
が
一

番
で
す
が
、
い
ざ
と
い
う
と
き

に
行
動
で
き
る
か
は
、
日
頃
の

防
災
意
識
が
あ
れ
ば
こ
そ
。

　

初
期
消
火
に
ご
協
力
い
た
だ

い
た
皆
さ
ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
で

初
期
消
火

故 

恒
松
新
氏
に

　
　

   

旭
日
双
光
章

戦
没
者
慰
霊
祭

弟の恒松親次氏（左）へ叙勲が
伝達されました

祭壇に手を合わせる遺族

教
職
員
の

　
　

熱
き
戦
い
! !

自
衛
隊

今
年
は
６
名
入
隊

得点が入って大喜びの南北小学校の連合チーム

出席者全員で国家斉唱

―
悲
し
い
歴
史
を

　
　
　

繰
り
返
さ
な
い
―

田
代
地
区



確認しましょう！災害時の避難場所。
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会議の様子

　

６
月
６
日
（
火
）
総
合
体
育

館
研
修
室
で
村
防
災
会
議
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

災
害
の
発
生
し
そ
う
な
危
険

箇
所
と
避
難
場
所
を
確
認
し
、

自
主
防
災
組
織
の
必
要
性
な
ど

の
話
し
合
い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

一
昨
年
と
昨
年
の
台
風
に
よ

る
避
難
で
、
村
民
の
防
災
意
識

は
高
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。
本

年
は
４
月
か
ら
不
発
弾
処
理
で

避
難
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
が
、

い
つ
、
ど
の
地
区
で
避
難
が
必

要
に
な
る
か
予
想
で
き
ま
せ
ん
。

　

村
民
そ
れ
ぞ
れ
が
、
も
っ
と

防
災
意
識
を
高
め
、
地
域
で
協

力
し
合
う
こ
と
が
と
て
も
大
切

で
す
。

災害が発生してからでは、間に合いません。早めの自主避難を心がけましょう。

※状況により変更になる場合があります。
【問合せ先】役場総務課　行政係　☎３５－０２１１・ＦＡＸ３５－００１１

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

山手

牛駄場

椎葉

山口

深水

大谷

瀬馳

初神

六藤

晴山

平川

上下坂

上川上・下

松馬場

上園

永江

棚葉瀬

（深水）新村

境田

平原

蓑毛

（柳瀬）新村

西村

十島

井沢

並木野

吉野尾

溢水・谷崩壊

溢水・谷崩壊

溢水・谷崩壊

がけ崩れ

谷崩壊

土石流

谷崩壊

がけ崩れ

谷崩壊

谷崩壊

堤防欠壊

溢水

溢水

溢水

溢水

堤防欠壊

堤防欠壊

堤防欠壊

堤防欠壊

溢水

溢水

堤防欠壊

堤防欠壊

堤防欠壊

堤防欠壊・がけ崩れ

夜狩尾生活改善センター

整理

番号
避難対象地区 予想される危険

第１ 第 2 第 3

避 難 場 所

生涯学習センター及び
北小学校

生涯学習センター及び
北小学校

田代改善センター

上四浦集落センター 上四浦集落センター

初神地区多目的集会施設

初神地区多目的集会施設

相良村林業総合センター 相良村林業総合センター

相良村総合体育館

相良村総合体育館

相

良

村

総

合

体

育

館

柳瀬構造改善センター

川辺構造改善センター

松馬場集落センター

川辺構造改善センター

松馬場集落センター

上園公民分館

永江公民分館

棚葉瀬公民分館

前田新村構造改善センター

境田公民分館

平原公民分館

柳瀬構造改善センター

新村公民分館

西村公民分館

十島集会場

井沢集会場

並木野４班集会施設

吉野尾構造改善センター

自
主
防
災
組
織
の
早
期

結
成
を
！
村
防
災
会
議



広 報 6

一
ツ
瀬
川
（
一
ツ
瀬
ダ
ム
）
の

濁
水
長
期
化
に
つ
い
て
の
調
査

一
ツ
瀬
ダ
ム
の
概
要

完
成　

１
９
６
３
年
（
昭
和
38
年
）

流
域
面
積　

４
１
５
㎢

（
西
都
市
、
西
米
良
村
、
椎
葉
村
）

ダ
ム
の
大
き
さ　

高
さ
１
３
０
ｍ
、

幅
（
堤
頂
長
さ
）
４
１
６
ｍ

貯
水
池
の
全
容
量　

約
２
億
６

千
万
㎥
（
九
州
最
大
規
模
）

発
電
に
使
え
る
容
量　

約
１
億

６
千
万
㎥
（
九
州
最
大
規
模
）

内
容　

濁
水
長
期
化
に
つ
い
て

（
説
明
：
九
州
電
力
株
式
会
社
）

　

平
成
17
年
９
月
の
台
風
14
号

は
未
曾
有
の
大
雨
を
降
ら
せ
、

上
流
域
の
山
地
が
崩
れ
、
過
去

最
大
規
模
の
濁
水
が
一
ツ
瀬
ダ

ム
に
流
れ
込
み
ま
し
た
。
こ
の

た
め
一
ツ
瀬
川
は
、
半
年
以
上

経
っ
た
今
も
濁
っ
た
ま
ま
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

な
ぜ
ダ
ム
湖
は
濁
っ
て
い
る

の
か
、
① 

９
月
に
、
平
成
17
年

の
台
風
14
号
に
よ
る
記
録
的
な

豪
雨
に
よ
り
、
上
流
域
で
は
山

腹
崩
壊
が
発
生
し
、
大
量
で
し

か
も
高
濃
度
の
濁
り
水
が
ダ
ム

に
流
れ
込
み
ま
し
た
。

② 

12
月
に
な
り
気
温
が
水
温
よ

り
も
低
く
な
り
、
表
層
の
水
は

冷
や
さ
れ
重
く
な
る
た
め
に
沈

も
う
と
し
、
そ
の
た
め
底
の
水

が
浮
き
上
が
ろ
う
と
す
る
「
冬

期
対
流
現
象
」
が
お
き
、
ダ
ム

湖
の
水
が
混
ざ
り
始
め
ま
し
た
。

③ 

こ
の
た
め
、
ダ
ム
表
層
に
で

き
つ
つ
あ
っ
た
濁
り
の
薄
い
水

が
な
く
な
っ
て
し
ま
い
、
ダ
ム

全
体
が
再
び
濁
り
ま
し
た
。
こ

の
状
態
が
今
も
継
続
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
一
ツ
瀬
川
が
濁
っ

た
ま
ま
と
な
っ
て
い
ま
す
。

※
「
冬
期
対
流
現
象
と
は
」

　

（
冬
期
に
な
る
と
気
温
が
低
く

な
り
表
面
層
の
水
が
冷
や
さ
れ

重
く
な
り
沈
み
始
め
、
反
対
に

底
の
水
が
浮
き
上
が
っ
て
く
る

現
象
で
あ
る
。
こ
の
現
象
は
巨

大
な
ダ
ム
湖
で
は
防
ぐ
事
は
困

難
と
さ
れ
て
い
る
。）

九
州
電
力
株
式
会
社
の
こ
れ
ま

で
の
濁
水
対
策
と
し
て
は
、

流
域
市
町
村
、
森
林
保
全
関
係

団
体
等
で
構
成
す
る
委
員
会
。

第
１
回
１
９
７
２
年
（
昭
和
47
年
）

一
ツ
瀬
川
長
期
濁
水
専
門
調
査

委
員
会

第
２
回
１
９
８
９
年
（
平
成
元
年
）

一
ツ
瀬
川
濁
水
軽
減
対
策
委
員
会

第
３
回
１
９
９
５
年
（
平
成
７
年
）

一
ツ
瀬
川
濁
水
対
策
検
討
委
員
会

な
ど
の
委
員
会
や
濁
水
問
題
専

門
家
に
よ
る
対
策
検
討
会
で
協

議
検
討
し
て
き
ま
し
た
。

　

九
州
電
力
（
株
）
で
は
、
濁

り
を
効
率
的
に
排
除
し
、
ダ
ム

表
層
に
出
き
る
清
水
だ
け
を
発

電
に
使
用
す
る
た
め
に
設
置
さ

れ
た
、
「
選
択
取
水
設
備
」
、
さ

ら
に
こ
の
清
水
層
を
保
護
す
る

た
め
の
設
備
、
「
濁
水
制
御
幕
」

な
ど
、
ダ
ム
貯
水
池
に
お
け
る

設
備
対
策
を
実
施
し
て
い
ま
す

と
の
説
明
で
し
た
。

※
「
選
択
取
水
設
備
と
は
」

　

（
昭
和

49
年
に
設
置
し
平
成

４
年
と
14
年
に
改
造
し
て
い
る
。）

下
流
に
水
を
流
す
た
め
の
取
水

口
を
上
部
口
（
表
層
水
を
流
す
）

か
ら
下
部
口
（
底
に
近
い
水
を

流
す
）
ま
で
の
間
で
調
節
す
る

事
に
よ
っ
て
、
濁
り
の
少
な
い

水
を
効
率
良
く
取
水
で
き
る
設

備
で
す
。

　

た
だ
し
、
ダ
ム
湖
内
で
冬
期

対
流
現
象
が
お
き
て
い
る
状
態

で
は
、
ダ
ム
湖
全
体
が
濁
っ
て

い
る
の
で
機
能
を
果
た
さ
な
い
。

※
「
濁
水
制
御
幕
と
は
」
（
現
在

流
れ
込
む
支
流
に
平
成
10
〜
14

年
に
か
け
て
３
ヶ
所
設
置
）

　

選
択
取
水
設
備
の
機
能
を
向

上
さ
せ
る
た
め
、
ダ
ム
湖
内
に

支
流
等
か
ら
出
水
に
よ
り
濁
水

が
流
れ
込
ま
な
い
よ
う
カ
ー
テ

ン
状
（
長
さ
は
川
幅
で
深
さ
10

〜
15
ｍ
）
の
物
。

　

し
か
し
、
ダ
ム
湖
全
体
が
濁

っ
て
い
る
現
状
で
は
機
能
を
果

た
し
て
い
な
い
。

　

ダ
ム
湖
の
上
流
に
お
い
て
も

ヘ
ド
ロ
や
流
木
が
大
量
に
堆
積

し
て
い
る
が
、
ヘ
ド
ロ
の
除
去

や
流
木
を
チ
ッ
プ
状
に
し
て
処

理
す
る
費
用
が
莫
大
な
た
め
、

九
州
電
力
（
株
）
も
苦
慮
さ
れ

て
い
る
よ
う
で
す
。

　

下
流
域
で
濁
水
を
水
稲
に
利

用
し
た
農
家
の
話
し
で
は
、
流

域
で
は
４
月
に
は
、
田
植
え
を

し
ま
し
た
が
、
濁
り
で
日
光
が

稲
苗
の
根
元
に
当
た
り
に
く
い

た
め
分
け
つ
し
に
く
い
と
の
意

見
も
出
て
い
る
よ
う
で
す
し
、

シ
ジ
ミ
の
養
殖
に
も
大
き
な
影

響
を
及
ぼ
し
て
い
る
と
の
話
も

有
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
九
州
電
力
（
株
）

で
は
、
濁
水
問
題
の
専
門
家
に

よ
り
濁
水
対
策
を
技
術
的
に
検

討
す
る
会
議
を
組
織
し
て
、
新

た
な
対
策
の
立
案
に
取
り
組
ん

で
お
ら
れ
る
よ
う
で
す
が
、
現

在
の
と
こ
ろ
濁
水
の
長
期
化
問

題
の
有
効
な
対
策
は
な
い
よ
う

で
す
。

　

以
上
の
と
お
り
、
一
ッ
瀬
川

の
現
状
を
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、

議
会
と
し
て
の
今
後
の
取
り
組

み
は
、
ダ
ム
に
関
わ
る
問
題
を

し
っ
か
り
勉
強
し
て
い
く
と
共
に
、

村
民
の
皆
様
に
も
お
伝
え
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

議

会

だ

よ

り

（
平
成
18
年
６
月
分
）

大量の流木が堆積

堤高、総貯水量とも九州最大の一ツ瀬ダム



今 年 の 教 育 目 標

広 報7

　相良村で生まれて、相良村で育ち、相良村で教育を受けて良かった、そんな村づくりを目指し、

今年も頑張ります。

　11 月 5 日には、相良村教育研究発表会並びに合併 50 周年記念特別講演等を計画し、19 年 2 月

中旬には、生涯学習センターフェスティバルを開催し、活力と生きる喜びを実感できる村づくり

を目指します。

　村民の皆さんのご協力ご支援をお願い申し上げます。　　　　　　　　　相良村教育委員会

　相良村社会教育指導の重点
　「村づくりは人づくりから」をモットーに「住んでみたい。

住んでよかった。」と言われる郷土の実現に向け、地域社会、

学校との連携を図りながら、青少年の健全育成や家庭教育

の課題に対応するとともに、生涯学習推進体制の整備・促

進を図り、地域全体で生涯学習に取り組む気運を醸成する。

　また、村民が心のふれあいを深め、生涯にわたって自己

の啓発・向上をめざし、生きがいのある充実した生活をお

くり、豊かで住みよい地域社会を作り出すことができるよう、

村民一人ひとりの学習と社会参加を実現する生涯学習の推

進に努める。

１　生涯学習社会に対応するための学習環境の総合的な整備・充実

　村民が生涯にわたり、多様な学習活動を主体的に行うこ

とのできる生涯学習社会を実現するため、相良村の特色を

生かした学習環境の計画的・総合的な整備・充実に努める。

　特に、本村の生涯学習の中核的機関である相良村生涯学

習センターにおいては、先導的かつ広域的事業に積極的に

取り組む。

１　心豊かな社会をつくる自発的な学習活動の推進

（１）心豊かでうるおいのある社会を築くため、社会の変化

　に対応した諸課題に取り組む学習機会の充実に努める。と

　りわけ、人権問題をはじめ、少子高齢社会、環境、国際理

　解、情報などの現代的課題に関する学習活動を推進する。

　　また、社会のあらゆる分野において男女共同参画の推

　進に努め、多様な学習プログラムの開発と学習機会の充

　実を図る。

（２）次代をたくましく生きる青少年を育成するために、学

　校週５日制関連事業を推進する中で、ボランティア活動など社会奉仕体験活動、自然体験活動

　その他の自発的な体験活動を通じて、自立心や社会性を育てる。

１　家庭・地域社会の教育力の向上

　豊かな人間性や社会性をはぐくむため、家庭教育に関する学習機会の充実に努め、家庭の教育

力を向上させる。

　また、学校や地域社会との連携を強め、学校外活動や地域の文化伝承など地域社会の教育力を

高めることにより、ともに生き、ともに学ぶ地域社会の創造を目指し、とりわけ、地域社会全体

で子どもを育てる環境づくりに努める。

１　文化・スポーツの振興

（１）本村の優れた文化財や伝統文化を尊び、それらの保護・継承・活用に努め、新しい文化の

　　創造を推進する。

（２）活力ある村民生活を実現するために、総合型地域スポーツクラブなど生涯にわたりスポー

　　ツ活動を通して健康や生きがいづくりの心をはぐくむ。
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⑦「アウトドアクッキング教室」

親子で絵本を楽しむ会

⑩  親子で絵本を楽しむ会（講師：読み聞かせボランティア「どんぐりの会」）

夏休みのキャンプで使えるアウトドアクッキング

を学習します。これであなたも料理名人。

○場　所：生涯学習センター

○開講日：７月中旬　休日開催　

○時　間：午前９時～１２時　

○受講料：月５００円（教材費込み）

○定　員：１５名程度

○講　師：村内講師

　５月２０日（土）午後７時３０分から松葉公民

分館で、生涯学習センター主催「第１回親子で絵

本を楽しむ会」が開催されました。

　この日は、読み聞かせグループ「どんぐりの会」

のメンバーが、絵本や紙芝居など楽しい内容の読

み聞かせをされ、会場に集まった３０人以上の子

どもたちは目をキラキラと輝かせながら熱心にお

はなしを聞いていました。

　また、最後には折り紙教室も行われ、子どもた

ちはお父さんやお母さん達と一緒に楽しく折り紙

を作りました。

　読み聞かせグループ「どんぐりの会」では、読

み聞かせボランティアにご協力いただく方を募集

しています。興味のある方は、相良南小学校 桑原

さん（☎３５－０００９）までご連絡ください。

絵本の読み聞かせをはじめ、紙芝居や手話うたなど小さなお子様から楽しめる教室です。

　日程等：　７月２９日（土）　生涯学習センター　　　　　午後７時３０分～午後８時３０分　

　　　　：　９月３０日（土）　川辺構造改善センター　　　午後７時３０分～午後８時３０分

　　　　：１１月２５日（土）　生涯学習センター　　　　　午後７時３０分～午後８時３０分

　　　　：　１月２７日（土）　柳瀬構造改善センター　　　午後７時３０分～午後８時３０分

　※上記日程については、あくまでも予定ですので、正式な日程については随時回覧等でお知らせします。

⑪  夏休み親子映画鑑賞会（詳細については、回覧等でお知らせいたします。）
映画鑑賞を通して、親子のふれあいを深めましょう。大スクリーンで上映します。

　日　程：８月上旬　生涯学習センター　午後７時３０分～午後９時００分

　内　容：未定　

⑧「四浦こんにゃく作り体験教室」
⑨「四浦和紙作り体験教室」　　　
毎年好評の「こんにゃく作り」と「和紙作り」は、

２月に開催される生涯学習フェスティバル時に行

います。申し込みは不要です。

○場　所：生涯学習センター

○開講日：２月２６日（日）予定

　　　　　午前９時～午後４時まで

○講　師：村内講師

親子で楽しむ講座紹介

カラオケ教室  好評開催中
　昨年度から生涯学習センターにて開催しており

ます「万江みどりさんのカラオケ教室」が、今年

度も引き続き開催することになりました。

　４月には受講生によるカラオケサークル「うぐ

いすの会」が発足し、５月１９日（金）アンジェ

リーク平安で開催された「職場対抗カラオケ大会」

にも出場しました。受講生は、日頃の練習の成果

を活かし、素敵な歌声を披露しました。今後も、

思いっきり歌ってストレスを発散し、健康な毎日

を過ごしていただきたいと思います。

　また、生涯学習センターでは、現在カラオケ教

室受講生を募集しています。カラオケが苦手なあ

なたも、うまく歌えるようになりたいあなたも、

一緒に楽しく歌いませんか。受講希望の方は、教

育委員会（☎３５－１０３９）まで。



広 報

第１号（保存版）

教育委員会  社会教育係
☎ ３５-１０３９

生涯学習に関する問い合わせ

 講座のお申込は、相良村教育委員会（☎３５－１０３９）までご連絡ください。

①「カラオケ教室」

生涯学習のひろば生涯学習のひろば生涯学習のひろば
いつでも どこでも だれでも いま広がる 生涯学習いつでも どこでも だれでも いま広がる 生涯学習いつでも どこでも だれでも いま広がる 生涯学習

 平成18年度相良村生涯学習センター  生涯学習講座のご案内

カラオケを上手に歌うコツを学習します。

みんなで楽しく歌いましょう！！

◎午前コース（場所：生涯学習センター）

　毎月第２・４火曜日　午前１０時～１２時

◎夜間コース（場所：総合体育館研修室）

　毎月第２・４金曜日　午後８時～１０時

○受講料：月１，０００円

○定　員：１０名程度

○講　師：万江みどりさん（歌手）

②「絵手紙教室」
絵手紙教室で手紙を書く喜びを再発見しましょう。

初心者大歓迎の教室です。

○場　所：ふるさと館又は総合体育館研修室

○開講日：毎月第２・４火曜日

○時　間：午後７時３０分～９時３０分

○受講料：月５００円（教材費別）

　初回に絵手紙道具７，３５０円が必要です。

○定　員：１０名程度

○講　師：三瀬仁美さん、平川明味さん

③「陶芸体験教室」
初心者から楽しく学べる陶芸体験教室です。

簡単なお茶碗などから作ります。

○場　所：陶工房さがら（茶湯里敷地内）　

○時　間：午前１０時～

　曜日等については、調整いたします。

○受講料：１作品１，０００円（教材費込み）

○定　員：１０名程度

○講　師：池田和弘さん（陶芸家）

④「ふるさと再発見  歴史教室」
人吉・球磨にある文化財・史跡など、現地を巡り

ながら、楽しく学習します。

○場　所：郡市文化財等

○開講日：年４回（第１回目は７月２０日）

○時　間：午前９時～午後４時

○受講料：無料

○定　員：１０名程度

○講　師：出合宏光 学芸員（教育委員会）

⑤「ひもで作るカゴ作り教室」
ひもで作る驚きカゴ作り教室です。

あなたも素敵なカゴを作ってみませんか。

○場　所：生涯学習センター

○開講日：１作品当たり２回 年３教室予定　

○時　間：午前９時～１２時　

○受講料：月５００円（教材費込み）

○定　員：１０名程度

○講　師：緒方浩美さん

⑥「パソコンで作る年賀状教室」
パソコンを使った年賀状作りを学習します。パソ

コンの基本的操作ができる方が対象です。

○場　所：生涯学習センター

○開講日：１教室４回　２教室開催(９月以降)

○時　間：午後７時～午後９時

○受講料：教材費５００円程度

○定　員：１教室５名　計１０名募集

○講　師：村内講師
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最
近
、
犬
の
放
し
飼
い
が

多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

飼
い
主
に
は
お
と
な
し
い

犬
も
、
よ
そ
の
人
（
特
に
子

供
や
お
年
寄
り
）
に
は
そ
の

様
子
は
急
変
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

　

「
う
ち
の
犬
は
お
と
な
し
い

か
ら
他
人
に
は
噛
み
つ
か
な
い
」

と
思
っ
て
お
ら
れ
る
飼
い
主

の
方
が
ほ
と
ん
ど
だ
と
思
い

ま
す
が
、
今
一
度
考
え
て
み

て
下
さ
い
。

　

登
下
校
中
に
、
ま
た
は
、

学
校
内
で
ふ
ざ
け
て
い
て
噛

み
つ
く
事
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
犬
の
習
性
と
し
て

走
る
と
追
い
か
け
て
く
る
と

い
う
事
か
ら
、
ど
ん
な
に
お

と
な
し
い
犬
で
も
、
ま
っ
た

く
危
険
が
な
い
と
は
い
え
ま

せ
ん
。

　

現
在
も
「
噛
み
つ
き
事
故
」

は
軽
い
も
の
も
い
れ
る
と
数

え
き
れ
な
い
ほ
ど
発
生
し
て

い
ま
す
。

　

飼
い
主
に
は
、
生
後
９
０

日
を
過
ぎ
た
犬
を
、
各
自
治

体
へ
登
録
を
申
請
す
る
義
務

が
あ
り
ま
す
。
現
在
は
終
身

登
録
制
の
た
め
、
初
回
の
登

録
を
済
ま
せ
て
お
け
ば
、
翌

年
以
降
、
改
め
て
更
新
す
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

狂
犬
病
の
予
防
注
射
は
、

毎
年
１
回
、
継
続
し
て
集
合

注
射
場
か
動
物
病
院
で
受
け

て
下
さ
い
。

　

犬
を
飼
う
方
は
、
ル
ー
ル
（
散

歩
の
と
き
の
糞
の
後
始
末
等
）

を
守
っ
て
飼
育
く
だ
さ
る
よ

う
お
願
い
致
し
ま
す
。　

【
問
合
せ
先
】

保
健
福
祉
課　

生
活
環
境
係

国民年金国民年金
インフォメーション

架空請求には
　絶対に応じない！！

犬
の
飼
養
管
理
と
放
し

飼
い
防
止
に
つ
い
て

（
お
願
い
）

保健福祉のひろば

保健福祉課（直通）
　　 ☎ ３５-１０３２　
　　FAX３５-００１１ 　

国保係ー内線２５　戸籍係ー内線２９
保健係・生活環境係ー内線２６
福祉係ー内線２４・２８まで

お問合わせは

「国民健康保険庁」という実在しない団体から、不審な督

促状（ハガキ）が県内の家庭に相次いで届いています。

内容は、督促状、国民健康保険負担割合変更のお知らせ

として、あなたは次のいずれかに該当します。①年金の

未納期間がある　②保険証切り替え時、期間の開いた方

③住民税等、未納税のある方　④親族の方で、確定申告をされていない方　⑤自動車税及び重量

税違反金の支払が未納な方（駐車違反も含まれます）　⑥自己破産の免責が下りて９年未満の方な

どとして、指定期日までに連絡しなければ国民健康保険証の使用を停止したり預金口座の差し押

さえをすると書いてあります。これは、あきらかな架空請求です。このような不審なハガキが届

いた場合は、国保係へ相談してください。

 架空請求の対処法
１　無視して絶対に連絡をしない

　◇ 架空請求は「オレオレ詐欺」と同じ、支払義務のない人からお金を騙し取ろうとする悪質な

　　詐欺です。

　◇ 電話をしただけで電話番号を教えたことにもなります。また、脅しをかけられることにもな

　　りかねません。

２　絶対に払わない

　◇ トラブルに巻き込まれるのを恐れて一回でも支払うと、カモにされて次々と支払わされるこ

　　とになります。

３　個人情報は絶対に教えない

　◇ 脅迫的な請求があっても、住所、氏名、電話番号など個人情報は絶対に教えないでください。

　◇ 自宅や職場に押しかけると脅したりしますが、実際に来たという相談はありません。

４　脅されて不安な場合は警察に相談すること

　◇人吉警察署生活安全課　☎２４－４１１０

７月小児科在宅当番医

*2日　たかはし小児科内科医院　　（☎24-2222）
*9日　やまむら医院　　　　　　　（☎45-0005）
16日　増田クリニック　　　　　　（☎22-3570）
17日　人吉総合病院小児科　　　　（☎22-2191）
23日　公立多良木病院小児科　　　（☎42-2560）
30日　堤病院附属九日町診療所小児科（☎22-2251）
＊受診される場合は、医療機関へ連絡してください。

○受診時間午前9時から午後5時まで○
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▽
採
用
予
定
人
員　

３
名
程
度

▽
勤
務
地　

消
防
本
部
、
中
央

　

消
防
署
（
人
吉
市
）
、
東
分
署

　

（
錦
町
）
西
分
署
（
球
磨
村
）

　

北
分
署
（
五
木
村
）
、
中
分
署

　

（
相
良
村
）

▽
受
験
資
格　

（
１
）
学
歴　

高
等
学
校
卒
業
（
見

　

込
）
者
又
は
こ
れ
と
同
等
以

　

上
の
学
歴
を
有
す
る
者

（
２
）
年
齢　

昭
和

57
年
４
月

　

２
日
か
ら
平
成
元
年
４
月
１

　

日
ま
で
に
生
ま
れ
者

（
３
）
そ
の
他　

身
体
な
ど
の
要

　

件
で
受
験
で
き
な
い
場
合
が

　

あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は

　

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

▽
受
験
手
続　

採
用
試
験
申
込

　

書
・
受
験
票
に
必
要
事
項
を

　

記
入
の
上
提
出
（
消
防
本
部

　

総
務
課
備
え
付
け
）

▽
受
付
期
間　

７
月
10
日
（
月
）

　

か
ら
８
月
４
日
（
金
）
ま
で

▽
第
１
次
試
験
日
程　

（
１
）
９
月
３
日
（
日
）

　
　

  

午
前
８
時
30
分

（
２
）
試
験
会
場　

　
　

  

人
吉
下
球
磨
消
防
本
部

【
問
合
せ
先
】

　

人
吉
下
球
磨
消
防
本
部　

　

総
務
課

☎
２
２-

５
２
４
１

　

（
内
線
２
２
２
）

▽
試
験
日
及
び
種
類

・
甲
種
特
類　

９
月
３
日
（
日
）

・
甲
種
特
類
を
除
く
甲
種
及
び  

　

乙
種
全
類　

９
月
10
日
（
日
）

▽
試
験
地　

熊
本
市

▽
受
付
期
間　

８
月
４
日
（
金
）

　

〜
８
月
10
日
（
木
）

▽
受
験
願
書
の
請
求
先

（
財
）消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
熊

　

本
県
支
部
又
は
最
寄
り
の
消

　

 

防
署
（
本
部
）

【
受
験
願
書
の
提
出
先
及
び
問
合

せ
先
】

〒
８
６
２
―
０
９
７
６

熊
本
市
九
品
寺
１
丁
目
11
番
４
号

熊
本
県
教
育
会
館
内

（
財
）消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー　

　
　

熊
本
県
支
部

☎
０
９
６
―
３
６
４
―
７
６
１
０

▽
試
験
期
日

　

10
月
22
日
（
日
）

　

午
前
10
時
開
始

▽
試
験
会
場

　

熊
本
学
園
大
学
又
は
熊
本
大
学

＊
試
験
会
場
は
受
験
者
が
指
定

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

▽
受
験
資
格

　

原
則
と
し
て
保
健
、
医
療
、

福
祉
の
分
野
で
通
算
５
年
（
一

部
10
年
）
以
上
の
実
務
経
験
を

有
す
る
方
（
詳
細
は
試
験
案
内

に
記
載
）

▽
試
験
案
内
の
配
付
期
間

　

６
月
12
日
〜
７
月
14 
日
（
金
）

▽
試
験
案
内
の
配
付
場
所

・
熊
本
県
社
会
福
祉
協
議
会
（
福

　

祉
人
材
・
研
修
セ
ン
タ
ー
）

・
各
市
町
村
社
会
福
祉
協
議
会
（
支

　

所
含
む
）

・
熊
本
県
高
齢
者
支
援
総
室
、
熊

　

本
市
介
護
保
険
課

＊
土
、
日
曜
日
を
除
く
。
試
験

案
内
の
郵
送
は
行
い
ま
せ
ん
。

▽
受
験
申
込
の
受
付
期
間

　

７
月
３
日
（
月
）

　

〜
７
月
14 
日
（
金
）

▽
受
験
申
込
書
の
申
込
方
法

　

受
験
申
込
書
は
、「
試
験
案
内
」

巻
末
の
専
用
封
筒
を
使
用
し
、

１
通
に
つ
き
１
名
分
を
、
必
ず

簡
易
書
留
に
よ
り
熊
本
県
社
会

福
祉
協
議
会
（
福
祉
人
材
・
研

修
セ
ン
タ
ー
）
宛
に
郵
送
（
７

月
14
日
の
消
印
有
効
）。

＊
持
参
に
よ
る
申
込
書
の
受
付

は
行
い
ま
せ
ん
。

▽
実
務
研
修
の
予
定

・
実
施
時
期　

１
月
〜
３
月
の
間 

 

　

６
日
間
（
前
期
３
日
、
後
期
３

　

日
）

・
実
施
会
場　

熊
本
市
内

【
問
合
せ
先
】

〒
８
６
０
―
０
８
４
２

熊
本
市
南
千
反
畑
町
３
―
７

熊
本
県
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
３
階

社
会
福
祉
法
人　

熊
本
県
社
会

福
祉
協
議
会　

福
祉
人
材
・
研
修
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
６
―
３
２
２
―
８
０
７
７

FAX
０
９
６
―
３
２
４
―
５
４
６
４

※
土
・
日
曜
日
を
除
く

　

所
得
税
の
予
定
納
税
第
一
期

分
の
納
期
限
は
、
７
月
31
日
（
月
）

で
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
所
得
税
の
便
利

な
納
税
の
方
法
と
し
て
、
「
振
替

納
税
」
の
制
度
が
あ
る
こ
と
を

ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
れ
は
、
銀
行
や
農
協
・
郵

便
局
な
ど
の
預
金
口
座
か
ら
振

替
に
よ
り
自
動
的
に
納
税
す
る

こ
と
が
で
き
る
制
度
で
す
。

　

こ
の
「
振
替
納
税
」
を
利
用

さ
れ
ま
す
と
、
納
期
限
に
遅
れ

る
こ
と
も
な
く
、
ま
た
、
納
税

の
手
数
も
省
け
て
、
大
変
便
利

で
す
。「
振
替
納
税
」
の
こ
と
で
、

分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
お
気
軽
に
お
尋
ね
く
だ

さ
い
。

【
問
合
せ
先
】

　

人
吉
税
務
署

　

☎
２
３
―
２
３
１
１

振
替
納
税
の
お
勧
め

消
防
設
備
士
試
験
実
施

人
吉
下
球
磨
消
防
組
合

員
の
採
用
試
験
を
実
施

熊
本
県
介
護
支
援
専
門

員
実
務
研
修
受
講
試
験

実
施

お
知

　

  
ら
せ
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ご存知ですか！自動車事故被害者援護制度
● 交通遺児等育成資金
　独立行政法人自動車事故対策機構では、保護者が自動車事故で死亡、または重度の後遺障害（自
賠法３級以上）となった被害者の家庭の遺児などの健全な育成を図るため、育成資金の無利子
貸付けを行なっています。
　・貸付対象者　　０歳から中学校卒業までの児童
　・貸　付　金　　一　時　金　１５万５千円
　　　　　　　　　月　　　額　　２万円
　　　　　　　　　入学支度金　　４万４千円
　・貸付期間　　　貸付決定月から中学校卒業まで
　・返還方法　　　２０年以内の均等払い（月払い）
　　　　　　　　　（高校・大学への進学者はその間返還猶予）
●重度後遺障害者への介護料支給
　自動車事故により、脳・脊髄または胸腹部臓器に損傷を受け、常時または随時の介護を必要
とする重度後遺障害者を抱える家庭の精神的・肉体的並びに経済的負担の軽減を図るため、介
護料を支給しています。
　・支給対象者　　自賠責保険（共済保険）の等級が

　・介護料　　月額　①５８，５７０円～１３６，８８０円
　　　　　　　　　　②２９，２９０円～　５４，０００円
　　　　　　　＊ ただし、介護に要する費用（訪問看護、介護用品購入等）の負担に応じて、
　　　　　　　　  上限額までの範囲内で支給します。

　県産木材の利用促進の活動等に協力できる

方にイベント・行事・子育て支援活動・保育園・

学校などの遊具・教材として、くまもとで育

った木を使った木製遊具を無料で貸出しします。

木製遊具は、ヒノキの棒、木のパズルなどです。

くまもとの木を使った
木製遊具を貸出しします。

熊本県の気候にあった
県産木材で家を建てましょう！

　熊本県では、県内で木造住宅

を新築される方に乾燥スギ柱材

など、マンションリフォームを

される方に内装材を無償提供す

る「くまもと森林を育む木の住

まいづくり推進事業」を実施し

ます。

（募集戸数）

　●新　　築　　住　　宅　　年間１４０戸

　●マンションリフォーム　　年間　２０戸

【問合せ先】

林業振興課県産材利用推進室

  ☎     096 － 333 － 2448

 FAX　096 － 381 － 8710

種　　別

①常時介護 「第１級１号」または「第１級２号」

「第２級１号」または「第２級２号」

平成 14 年 4 月 1 日以降の事故

「第１級３号」または「第１級 4 号」

「第２級 3 号」または「第２級 4 号」

平成 14 年 3 月 31 日以前の事故

②随時介護

　熊本県青年司法書士会では、長年社会問題となっている多重債務に関して、25 時間体制のクレジット・
サラ金等に関する相談会が開催されます。多重債務についてのお悩みの方は、電話での相談も行われますの
でお気軽に相談ください。料金は無料です。
　◆開催日時　　平成１８年７月７日（金）午後３時から
　　　　　　　　　　　　　　　８日（土）午後４時まで
　◆開催場所　　熊本市大江４丁目４番３４号　熊本県司法書士会館
　◆電話番号　  ０９６－３６４－０８００
　※面談・電話での相談になります

25 時間クレジット・サラ金多重債務相談会

【問合せ先】
　独立行政法人　
　自動車事故対策機構　熊本支所
　☎　０９６－３２２－５２２９
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人吉球磨クリーンプラザ
からのお知らせ平成 18 年度リサイクル工房受講生募集！

県職員出前講座「ＳＴＥＰ球磨」のお知らせ

リサイクル工房体験をきっかけに、ごみ減量・リサイクル意識の高揚を図るための講座です。

※定員になり次第締め切りいたします。
※ 粉石鹸作りについては、随時受付をしております。５～８名程度でお申込ください。

そのほか、各団体・グループ等で工房が
使用できます。ぜひ体験してみませんか？
　（１０日前までに予約が必要です）

【問合せ先】　〒 868 － 0824　熊本県人吉市赤池水無町１２６９－１

人吉球磨クリーンプラザ（広報係）　　
   ☎     ０９６６－２２－１４１４　　
ＦＡＸ ０９６６－２２－１４１６

対 象 者 人吉球磨在住の成人 小学校５年以上の親子 小学生以上の親子

ガラスボトルクラフト
ガラスボトルクラフト講座

夏休み親子リサイクル講座

紙　す　き

無　　　　　料

＊午前の部　９：００～１１：３０　　＊午後の部　１３：３０～１６：００

1回目　７月１６日、２３日、３０日
2回目　９月３日、１０日、１７日

1回目　７月２6日（水）
2回目　８月１８日（金）

1回目　８月　３日（木）
2回目　８月２４日（木）

・ラベルを取ってきれいに洗ったビン1人５～６本程度（ワイン・
　ドリンク・コーヒー等）
・腕カバーや長袖の服

きれいに洗って開き良く
乾燥させた牛乳パック・
ジュースパックを１人あ
たり３パック程度
　押し花や切り絵など各
自で準備

アイロンを使用します
ので火傷に注意してく
ださい。

ビンを各自持参していただきますが、ビンにひびが入ってい
た場合、釜（電気炉）に入れたとき破裂することがあります
ので注意して持って来てください。

各回（午前・午後）共　各７名程度 各回（午前・午後）共
親子４組程度

電話により、住所・氏名・年齢・連絡先をお知らせください。
（申込期限）平成１８年７月７日（金）まで

人吉球磨クリーンプラザ・リサイクル工房（２階）

各回（午前・午後）共
親子４組程度

受 講 日

受 講 日

受 講 料

受講日時

受講場所

準 備 品

募集定員

申込方法

　熊本県球磨地域振興局においては、県職員が皆様の希望する会場にうかがい、県政業務にか

かる知識・技能などの提供を行う「ＳＴＥＰ球磨」を開設しています。

　対象は、人吉市・球磨郡の１０名以上のグループ・学校などです。

　受講費用は原則無料です。内容は保健福祉から農林・土木に関することその他県政に関する

ことであり、講義形式・体験形式を取り揃え、多数のメニューを用意しています。皆様のお申

込をお待ちしております。

　

申込方法：役場企画課、球磨地域振興局総務振興課（備え付けの申込用紙に必要事項を記入の上提出）

＊ 熊本県ホームページから申し込むこともできます。

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【問合せ先】　熊本県球磨地域振興局総務振興課

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　☎ ２４－４１１１（内線３１５）

ス テ ッ プ
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　　住民ディレクターとは・・・

　　　住民の目線で地元をとらえ、企画・撮影・編集をし、

　　　テレビで放映。

　　　人吉球磨の活性化に手助けをする人です。

人・歴史・文化・観光・イベント等人吉球磨の情報を発信します。

☆　番 組 名　「発信！！人吉球磨情報局」

☆　放 送 局　ＲＫＫ熊本放送

☆　放送日時　本放送　毎月第１・第３土曜日１６時５４分から３分間

　　　　　　　再放送　本放送の翌朝　６時４０分から４５分中の３分間

本村からは、第 9 回「ヒヒ舞、地域を大切に受け継ぐ」、第 21 回「桃の節句は、ひな祭り」、

第 42 回「雨宮さん」、第 46 回「四浦和紙」、第 51 回「相良茶」を放映しました。

これまでの放映番組は、下記のホームページでご覧になれます。

【問合せ先】人吉球磨広域行政組合　企画課　☎２３－３０８０　ＦＡＸ２２－７２５５

　　　　　  ホームページ h t t p : / / w w w . h i t o y o s h i k u m a . c o m

町村対抗の本体育祭が始まりました。

５月２９日（月）のゲートボール競技での結果は残念ながら予選敗退。

６月８日（木）グラウンド・ゴルフ競技結果は、男性の部が 4 位と健闘されました。

７月に入ると次の競技で、選手のみなさんは、日頃の練習の成果を発揮し、町村の代表として勝利

を目指し戦います。

　８日（土）  ◎相撲（高山運動公園相撲場）　　　  ◎アーチェリー（湯前町民グラウンド）

　　　　　  　◎四半的弓道（あさぎり町もみじ館）◎ゴルフ（チサンカントリークラブ人吉）

　８・９日     ◎軟式野球（多良木町多目的総合グラウンド・上総合運動公園野球場）

　（土・日）   ◎ソフトボール（錦町国体記念球場・錦町総合グラウンド）

　　　　　  　◎クレー射撃（黒肥地射撃場）

　９日（日）  ◎ソフトテニス（村山公園テニスコート）　　　　◎卓球（湯前海洋ｾﾝﾀｰ体育館）

                    ◎バスケットボール（多良木町民体育館）　　　　◎柔道（多良木町武道館）

                    ◎バドミントン団体（上総合運動公園体育館）　　◎剣道（上中学校体育館）　

                    ◎柔剣道（湯前小学校体育館）　　　　　　　　　◎空手道（上総合運動公園武道館）

                    ◎テニス（八日原運動公園・高山運動公園ｺｰﾄ）　  ◎ボウリング（人吉ｽﾀｰﾚｰﾝ）

                    ◎サッカー（あさぎり町森園サッカーコート）　　◎弓道（湯山田山道場）

                    ◎バレーボール（相良村総合体育館・相良南小体育館）

　16 日（日） ◎バドミントン個人（上総合運動公園体育館）　　◎水泳（免田Ｂ＆Ｇプール）

　23 日（日） ◎陸上競技（多良木町多目的総合グラウンド）

発信！！人吉球磨情報局

第５６回　球磨郡民体育祭開催
みなさんの応援をよろしくお願いします。

毎月２回第1・第3土曜日　16：54から3分間放送中
「住民ディレクター」手づくり番組です。
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変更になる場合もあります。

日 月 火 水 木 金 土

1

2 3 4 5 6 7 8

9 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22

23 24

30 31

25 26 27 28 29

7月の行事予定

国民健康保健税第３期及び固定資産税第２期の納期月です。

お近くの郵便局からも納めることができます。

納め忘れのないよう便利な口座振替のご利用を！

◆断酒友の会（午後
7：00～9：00）錦町
総合福祉センター
●中体連
●球磨郡青年団文
化祭

◆断酒友の会（午後
7：00～9：00）錦町
総合福祉センター
●郡民体育祭（球技
等）

◆断酒友の会（午後
7：00～9：00）錦町
総合福祉センター
◆院内断酒会（午後
7：00～8：00）吉田
病院

◆社会保険出張相
談（受付9：00～11：
30、13：00～14：30）
多良木町役場

◆3～4ヶ月児健診・
BCG接種（受付13：
20～13：30）山江村
◆社会保険出張相
談（受付9：00～11：
30、13：00～14：30）
人吉総合病院
●小中学校終業式
▲歴史教室

◆椿の会（午後2：
00～3：00）吉田病
院

◆椿の会（午後2：
00～3：00）吉田病
院

◆断酒友の会（午後
7：00～9：00）錦町
総合福祉センター

◆断酒友の会（午後
7：00～9：00）錦町
総合福祉センター
▲親子で絵本を楽
しむ会（午後7：30
～8：30）生涯学習
センター

◆母子健康手帳交
付・母親学級（受付9：
00～9：20役場１階
保健室）～11：00ま
で

●中体連
●球磨郡青年団文
化祭

●郡民体育祭（球技
等）

●村民ビーチボー
ルバレー大会
●郡民体育祭（水泳・
バドミントン個人）

●郡民体育祭（陸上）◆断酒教室（午後1：
30～）人吉保健所

◆すこやか育児相
談（乳児総合発達相
談）（午前10：00～）
人吉保健所
◆乳幼児精神発達
相談（役場へ事前予
約）人吉保健所

◆６ヶ月児育児学
級（H17.11～12月生）
受付9：20～9：30（11：
30終了）
◆あすなろ会（午後
7：00～8：00）多良
木町保健センター

◆心の健康相談（受
付14：00～事前予約）
人吉保健所
▲人吉球磨人権教
育研究大会（人吉カ
ルチャーパレス）

［四浦地区］午前9時
～正午（林業総合セ
ンター、［予備］午後
2時～5時（役場保
健福祉課）

［川辺地区］午前9時
～正午、［深水地区］
午後1時～4時

［柳瀬地区］午前9時
～正午、［予備］（役
場保健福祉課）

国民健康保健被保険者証、国民健康保険高齢者受給者証の交
付（切替）並びに重度心身障害者医療費受給資格者証継続認定
及び新規申請

◆ 幼 児 歯 科 検 診
（H13.６～８月生）
（受付13：20～13：30）
総合体育館１階研
修室
◆院内断酒会（午後
2：00～3：30）光生
病院

▲下球磨ブロック
人権教室研修会（午
後1：30～4：00）総
合体育館1階研修室

▲カラオケ教室（午
前10：00～12：00）
生涯学習センター

▲カラオケ教室（午
前10：00～12：00）
生涯学習センター

◆あすなろ会（午後
7：00～8：00）多良
木町保健センター

◆フレンド会（受付
11：00～役場へ事
前予約）人吉保健所
◆心の健康相談（受
付14：00～事前予約）
人吉保健所

●家庭の日 ●読書の日

●読書の日

●読書の日

●地域子育ての日

●総合体育館休館日

●総合体育館休館日

●総合体育館休館日

●総合体育館休館日

●総合体育館休館日

海の日

●地域パトロールの日
●読書の日
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写
真
は
、
柳
瀬
・
新
村
の
溝

口
家
に
あ
る
ケ
ヤ
キ
で
す
。
屋

敷
の
一
段
高
く
な
っ
た
場
所
に

植
わ
っ
て
い
て
、
樹
高
十
五　
�

、

幹
回
り
三�

ほ
ど
。
樹
齢
三
百

年
以
上
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ケ
ヤ
キ
は
ニ
レ
科
に
属
す
る

落
葉
高
木
で
、
木
目
が
美
し
く
、

堅
く
て
摩
耗
に
強
い
の
で
家
具
・

建
築
材
等
に
使
わ
れ
ま
す
。

　

平
成
十
四
年
度
に
は
、
樹
高

が
高
く
な
り
す
ぎ
て
倒
木
の
恐

れ
が
あ
っ
た
の
で
、
枝
を
三　

ほ
ど
剪
定
し
ま
し
た
。

　

ケ
ヤ
キ
の
根
元
に
は
、
雀
の

神
様
が
祀
ら
れ
て
い
る
と
い
う

石
製
の
祠
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

祠
の
由
来
に
つ
い
て
は
、
よ
く
わ

か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

雀
に
詳
し
い
大
田
眞
也
著
『
ス

ズ
メ
百
態
面
白
帳
』
に
よ
れ
ば
、

江
戸
時
代
の
寛
文
四
年
（
今
か
ら

三
四
〇
年
ほ
ど
前
）
に
井
手
（
現

在
の
柳
瀬
西
溝
用
水
路
）
が
壊
れ

な
い
よ
う
に
蓑
毛
雀
ヶ
森
に
荒
神

様
が
祀
ら
れ
た
。
そ
の
「
雀
ヶ
森

の
荒
神
様
」
が
、
い
つ
の
ま
に
か

「
雀
守
り
神
さ
ん
」
に
変
わ
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
推
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

雀
を
祀
る
祠
は
珍
し
く
、

新
村
の
ケ
ヤ
キ
は
、
そ

の
神
木
と
し
て
保
存
す

る
必
要
が
あ
る
と
し
て

平
成
五
年
三
月
に
村
の

天
然
記
念
物
に
指
定
さ

れ
ま
し
た
。

　

久
し
ぶ
り
に
見
る
こ
と
が
で

き
た
ハ
ッ
チ
ョ
ウ
ト
ン
ボ
。
こ

こ
数
年
姿
を
見
な
か
っ
た
の
で

絶
滅
し
た
の
か
な
ぁ
と
心
配
し

て
い
ま
し
た
が
、
今
年
は
元
気

に
飛
び
回
っ
て
い
ま
し
た
。

　

私
達
の
身
近
な
と
こ
ろ
で
も
、

環
境
の
変
化
や
破
壊
が
進
ん
で

お
り
、
希
少
生
物
の
絶
滅
が
危

惧
さ
れ
ま
す
。
皆
さ
ん
で
保
護

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

シ
ュ
ン

 

香
典
返
し
（
５
月
分
）

　

 

相
良
村
社
会
福
祉
協
議
会
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

(

敬
称
略)

　

（
寄
付
者
）　

 

（
区
名
）

　

大
塚　

保
止　
　

（
京
都
府
）

　

宮
原　

房
市　
　

（
上
園
）

　

豊
岡　

嗣
生　
　

（
中
央
）

　

椎
葉　

千
城　
　

（
上
四
浦
）

　

緒
方
五
月
男　
　

（
新
村
）

　

川
邊　

勝
弘　
　

（
松
葉
）

　

白
砂
三
代
子　
　

（
永
江
）

　

赤
池
三
千
代　
　

（
初
神
）

相良村の人口と世帯
（５月末現在）

世帯数  １，６９７世帯（△０）

男　性  ２，５８５人　（△２）

女　性  ２，９３９人　（△５）

合　計  ５，５２４人　（△７）

（　）内は、先月末との差

編

集

後

記

文
化
財
シ
リ
ー
ズ

　
　
　
　
　

（
58
）

新
村
の
ケ
ヤ
キ

新村のケヤキ

疲れた～。
おいしいよけまんを「ありがとう！」

おいしいお米ができますように！

雀の神様が祀られる祠、後がケヤキ

し
ん

む
ら

メ
ー

ト
ル

メ
ー

ト
ル

メ
ー

ト
ル

季
節
の
話
題

「
田
植
え
」
と
「
よ
け
ま
ん
」

　

北
小
学
校
全
校
児
童
49
名
が
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
や
地
域
の
人
た
ち
の
協
力

を
得
て
、
６
月
９
日
（
金
）
田
植

え
の
体
験
を
し
ま
し
た
。

　

総
合
的
な
学
習
の
一
環
と
し
て
、

日
本
の
主
要
産
業
と
し
て
の
稲
作

の
一
連
の
過
程
を
、
体
験
を
通
し

て
知
り
、
地
域
の
方
々
へ
の
感
謝

の
気
持
ち
を
持
つ
こ
と
が
で
き
、

こ
れ
か
ら
の
学
習
へ
の
動
機
づ
け

と
な
り
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
水
を
張
っ
た

田
ん
ぼ
へ
、
楽
し
そ
う
に
足
を
入

れ
大
人
た
ち
の
指
導
を
受
け
な
が

ら
、
丁
寧
に
苗
を
植
え
て
い
ま

し
た
。
井
上
教
頭
先
生
も
子
ど

も
た
ち
と
一
緒
に
、
初
め
て
の

田
植
え
に
挑
戦
さ
れ
ま
し
た
。「
子

ど
も
た
ち
に
は
必
要
な
体
験
で
す
。」

と
終
わ
っ
た
後
の
感
想
で
し
た
。

　

田
植
え
終
了
後
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

母
親
部
会
が
準
備
し
た
、
よ
け

ま
ん
で
、
手
づ
く
り
の
お
ま
ん

じ
ゅ
う
や
漬
物
が
大
好
評
で
し
た
。




